どつ ど ど ど どう ど ど どう ど ど どう 

青い くるみ も 吹きとば せ 

すっぱい かりん も 吹きとば せ 

ど つ ど ど ど ど う ど ど ど う ど ど ど う 

谷川の 岸に 小さな 学校が ありました。 

教室 はたった 一 つでした が 生徒 は 三年 生がない だけ 

で、 あと は 一 年から 六 年まで みんな ありました。 運動 

場もテ ニスコ J ^のく らいで したが、 すぐう しろ は 栗 

の 木の あるきれ いな 草の 山でした し、 運動場の すみに 

は) y ぼ，、 - y ぼ つ めた い 水 を 噴く 岩穴 も あ つたので す。 



じっと 学校 やみん なの ほう を にらむ ようにす ると、 ま 

おとな 

た すたすた 白 服の 大人に ついて 歩いて 行きました。 

「先生、 あの人 は 高 田さん のとう さんです かご 一郎が 

ほ. つき 

箒 を もちながら 先生に ききました。 

「そうです。 」 

「なんの 用で 来たべ ご 

「 上 の 野原 の 入 リロに モ リブ デ ン とい う 鉱石が できる 

ので、 それ を だんだん 掘る ようにす るた めだそう で 

すご 

「どこら あだり だべな ご 

「私 もま だよ くわ かりま せんが、 いつも みなさんが 馬 



を つれて 行く みちから、 少し 川下へ 寄った ほうな よう 

です ご 

「モリブデン 何に する ベな ご 

「それ は 鉄と まぜたり、 薬 をつ くったり する の だそう 

です ご 

「そだら 又 三郎も 掘る ベが ご 嘉 助が 言 いました。 

「又 三郎 だない。 高 田 三 郎だぢ や ご 佐 太郎が 言い ま 

した。 

「又 三 郎だ又 三 郎だご 嘉 助が 顔 を まつ 赤に してがん 

張りました。 

そ 1 つじ 

「嘉 助、 うな も 残って らば 掃除して すけろ ご 一 郎が言 



は 少し 困った ように 両手 をう しろ へ 組む と 向こう側の 

土手の ほうへ 職員室の 前 を 通つ て 歩き だしました。 

そ の 時 風が ざ あ つと 吹いて 来て 土手の 草 は ざ わざ わ 

波に なり、 運動場の まん 中で さあつ と 塵が あがり、 そ 

れが 玄関の 前まで 行く と、 きりきりと まわって 小さな 

つむじ 風に なって、 黄い ろな 麈は瓶 を さかさま にした 

ような 形に な つ て 屋根より 高く のぼりました。 

すると 嘉 助が 突然 高く 言 いました。 

「そうだ。 やっぱり あいづ 又三郎 だぞ。 あいづ 何 かす 

ると きっと 風 吹いて くる ぞ。， - 

「うん ご 一 郎 はどう だか わからな いと 思いながら も 



びました。 三郎 もき のう 言われた 所へ ちゃんと 立 つ て 

レます 

先生 はお 日 さまが ま つ 正面な のです こしまぶ しそう 

にしながら 号令 を だんだん かけて、 とうとう みんな は 

昇降口から 教室へ はいりました。 そして 礼が すむ と 先 

生 は、 

「ではみ なさん きょうから 勉強 を はじめましょう。 み 

なさん はちゃん とお 道具 を もってき ましたね。 では 一 

年生 (と 二年生) の 人 はお 習字のお 手本と 硯 と 紙 を 出 

して、 二年生と 四 年生の 人 は 算術 帳と 雑記帳と 鉛筆 を 

出して、 五 年生と 六 年生の 人 は 国語の 本 を 出して くだ 



わからない、 変な 気持ちが して 歯 をき りきり 言 わせ ま 

した。 

「では 一 一年生の ひとはお 休みの 前になら つた 引き算 を 

もう 一 べん 習って みましょう。 これ を 勘定して ごらん 

なさい ご 先生 は 黒板に ぉ|匸= と 書きました。 二 年 

生の こどもら は みんな 一 生けん 命に それ を 雑記帳に う 

つし ました。 かよ も 頭 を 雑記帳へ くっつける ようにし 

ています。 「四 年生の 人 はこれ を 置いて ご ^X4= と 

書きました。 

こうすけ 

四 年生 は 佐 太郎を はじめ 喜 蔵 も 甲 助 もみん な それ を 

うつしました。 



とくほん 

「五 年生の 人 は 読本の (二字 空白) ぺ— ジの (二字 空 

白) 課 を ひらいて 声 をた てないで 読める だけ 読んで ご 

らんなさい。 わからない 字 は 雑記帳へ 拾って おくので 

すご 五 年生 もみん な 言われた とおりし はじめました。 

「一郎さん は 読本の (二字 空白) ぺ— ジを しらべて や 

はり 知らない 字 を 書き抜いて くださ いご 

それが すむ と 先生 はまた 教壇 をお りて、 一年生の 習 

字 を 一 人 一 人 見て あるきました。 

三郎は 両手で 本 を ちゃんと 机の 上へ もって、 言われ 

たと ころ を 息 もっかず じ つ と 読んで いました。 けれど 

も 雑記帳へ は 字 を 一 つも 書き抜いて いません でした。 



「又 三郎 ほんと にあ そごの わき 水まで 来て 待ぢ でる ベ 

、、ゝ o _ 

力 」 

「待ぢ で るんだ。 又三郎 うそ こがない もな ご 

「ああ 暑う、 風 吹げば いいな ご 

「どご がら だが 風 吹 い で るぞ。 」 

「又 三郎 吹が せ でら ベ も ご 

「なんだ がお 日さん ぼやつ として 来たな ご 

空に 少しば かりの 白い 雲が 出ました。 そしても うだ 

いぶの ぼって いました。 谷の みんなの 家がず うつと 下 

に 見え、 一郎のう ちの 木 小屋の 屋根が 白く 光って いま 



いて 「ホッ ホウ ご と 叫んで 早く 息 を 吐いて しまおうと 

しました。 すると 三郎は 大きな 声で 笑いました。 

「ずいぶん 待った ぞ。 それにき ようは 雨が 降る かもし 

れ ないそう だよ ご 

「そだら 早ぐ 行ぐ ベす さ。 おらまん つ 水 飲んで ぐご 

三人 は 汗 を ふいて しゃがんで、 まつ 白な 岩から ご ぼ) J 

ぼ 噴き だす 冷たい 水 を 何べ んも すく つ ての みました。 

「ぼくのう ち はこ こから すぐなん だ。 ちょうど あの 谷 

の 上 あたり なんだ。 みんなで 帰りに 寄ろう ねえ ご 

「うん。 まんつ 野原 さ 行ぐ ベす さ ご 

みんなが また あるき はじめた ときわき 水 は 何 か を 知 



かすが みょうじん 

「春 日 明 神さん の 帯の よう だな ご 三郎が 言いました。 

「何のよう だ どご 一 郎 がきき ました。 

「春 日 明 神さん の 帯の よう だ。 」 

「うな 神さん の 帯 見 だ) J と あるが。 」 

「ぼく 北海道で 見た よ。」 

みんな はなん のこと だか わからず だま つ てし まい ま 

した。 

ほんとうに そこ はもう 上の 野原の 入り口で、 きれい 

に 刈られた 草の 中に 一 本の 大きな 栗の 木が 立って、 そ 

ま-. 

の 幹 は 根 もとの 所が まつ 黒に 焦げて 大きな 洞の ように 

なわ 

なり、 その 枝に は 古い 繩ゃ、 切れた わらじな どが つる 



がら 言いました。 

馬 は みんない ままで さびしく つ てしょう なか つたと 

いうよう に 一郎た ちの ほうへ 寄って きました。 そして 

鼻 づ らを ずう つ と のばして 何 かほし そうにす るので す _ 

「はは あ、 塩 をけ ろづの だな ご みんな は 言いながら 手 

を 出して 馬に なめさせたり しました が、 三郎 だけ は 馬 

になれ ていない らしく 気味 わるそう に 手 を ポケットへ 

入れて しまいました。 

「わ あ、 又三郎 馬お つかな がる ぢゃ いご と悦 治が 言い 

ました。 すると 三郎 は、 

「こわくなん かない やい ご と 言いな がらすぐ ポケッ 



一 郎 はまる であわて て、 

「どう、 どう、 どうどう ごと 言いながら 一 生けん 命 走つ 

て 行って、 やっと そこへ 着いて まるで ころぶ ようにし 

ながら 手 を ひろげた とき は、 そのと き はもう 二 匹 は 柵 

の 外へ 出て いたのです。 

「早ぐ 来て 押えろ。 早ぐ 来て ご 一 郎は息 も 切れる よ 

うに 叫びながら 丸太 棒 を もとの ようにし ました。 

四 人 は 走って 行って 急いで 丸太 をく ぐって 外へ 出 ま 

すと、 二 匹の 馬 はもう 走る でもな く、 どての 外に 立つ 

て 草 を 口で 引っぱ つ て 抜く ようにし ています。 

「そろそろ ど 押えろ よ。 そろそろ ど。 I と 言いながら 



一 郎は 一 ぴ きのく つ わにつ いた 札のと ころ をし つかり 

押えました。 嘉 助と 三郎 がもう 一 匹 を 押えよう とそば 

へ 寄ります と、 馬 はまる でお どろいた ように どてへ 

沿って 一 目 散に 南の ほうへ 走つ てし まいました。 

「兄な、 馬 あ 逃げる、 馬 あ 逃げる。 仏な、 馬 逃げる ご 

とうしろ で 一 郎が 一 生けん 命 叫んで います。 三 郎と嘉 

助 は 一 生けん 命 馬 を 追いました。 

と Y ろが 馬 はもう 今度 こそ ほんとうに 逃げる つ もり 

ヒ寸 

らしかった のです。 まるで 丈ぐ らい ある 草 を わけて 高 

みに なったり 低くな つたり、 どこまでも 走りました。 

嘉助 はもう 足が しびれて しま つ て、 どこ を どう 走つ 



三郎が 通った 跡ら しく、 かすかな 道の ような ものが あ 

リ ました。 嘉助は 笑いました。 そして、 (ふん、 な あに 

馬 どこかで こわくな つての つ こり 立 つ てる さ、) と 思 

いました。 

そこで 嘉助 は、 一生懸命 それ をつ けて 行きました。 

ところが その 跡の ような もの は、 まだ 百 歩 も 行かな 

いうちに、 おとこえ しゃ、 すてきに 背の 高い あざみの 

中で、 二つに も 三つに も 分かれて しまって、 どれが ど 

れ やらい つ こうわから なくな つ てし まいました。 

嘉助は 「おうい ご と 叫びました。 

「おう ご とど こかで 三郎が 叫んで いるよう です。 思 



い 切って、 そのまん 中の を 進みました。 

けれども それ も、 時 々切れたり、 馬の 歩かない よう 

な 急な 所 を 横 ざまに 過ぎたり する のでした。 

空 はたい へん 暗く 重くな り、 まわりが ぼうっと かす 

んで 来ました。 冷たい 風が、 草 を 渡り はじめ、 もう 雲 

や 霧が 切れ切れ にな つ て 目の前 を ぐんぐん 通り過ぎて 

行きました。 

(ああ、 こいつ は 悪くな つて 来た。 みんな 悪い こと 

はこれ から 集って やって来 るの だ。) と 嘉助は 思い ま 

した。 全く そのと おり、 にわかに 馬の 通った 跡 は 草の 

中で なくな つ てし まいました。 



(ああ、 悪くな つた、 悪くな つた。) 嘉助は 胸 を どき 

どき させました。 

草が からだ を 曲げて、 パチパチ 言ったり、 さらさら 

鳴ったり しました。 霧が ことに 滋く なって、 着物 は 

すっかり しめつ てし まいました。 

嘉助は 咽喉い つばい 叫びました。 

「一郎、 一郎、 こっち さ 来う ごと ころが なんの 返事 も 

聞こえません。 黒板から 降る 白墨の 粉の ような、 暗い 

冷たい 霧の 粒が、 そこら 一面 踊リ まわり、 あたりが に 

わかに シ インと して、 陰気に 陰気に なりました。 草 か 

らは、 もうしず くの 音が ポ タリ ポタリと 聞こえて 来 ま 



空が 光って キ インキ インと 鳴って います。 

それから すぐ 目の前の 霧の 中に、 家の 形の 大きな 黒 

いものが あらわれました。 嘉助 はしば らく 自分の 目 を 

疑って 立ち どまって いました が、 やはり どうしても 家 

らしかった ので、 こわごわ もっと 近寄って 見ます と、 

それ は 冷たい 大きな 黒い 岩でした。 

空が くるくる くるつ と 白く 揺らぎ、 草が バラ ッと 一 

度に しずく を 払いました。 

(間違って 原の 向こう側へ おりれば、 又 三郎も おれ 

も、 もう 死ぬ ばかり だ。) と 嘉助は 半分 思うよう に 半分 

つぶやく ようにし ました。 それから 叫びました。 



「 .1 b!l:L、 1 R!L、 ヽ ，っ 、、ゝ o ^ Kro 一 

一 I s, I s, レ H. 。力 I s, 

また 明るくな りました。 草が みないつ せいに よろこ 

びの 息をします。 

「伊佐 戸の 町の、 電気工 夫の 童 あ、 山男に 手足い しば 

ら えてた ふだ ご といつ か だれかの 話した 言葉が、 はつ 

きり 耳に 聞こえて 来ます。 

そして、 黒い 道が にわかに 消えて しまいました。 あ 

たりが ほんのし ばらく しいんとな りました。 それから 

非常に 強い 風が 吹いて 来ました。 

空が 旗の ようにば たばた 光って 飜り、 火花が パチパ 

チパ チッと 燃えました。 嘉助 はとうとう 草の 中に 倒れ 



と 結んで こ つちへ 出て きました。 

嘉助 はぶる ぶる ふるえました。 

「おうい ご 霧の 中から 一 郎 のにい さんの 声が しました。 

雷 も) J ろ) J ろ 鳴 つ て います。 

「おおい、 嘉助。 いるが。 嘉助ご 一郎の 声 もしました。 

嘉助は よろこんで とびあがりました。 

「おおい。 いる、 いる。 一 郎。 おおい ご 

一郎のに いさんと 一郎が、 とつぜん 目の前に 立ち ま 

した。 嘉助 はにわ かに 泣き出しました。 

「捜した ぞ。 あぶながった ぞ。 すっかり ぬれ だな。 ど 

うご 一 郎 のにい さん はなれた 手つきで 馬の 首 を 抱いて、 



で 早ぐ みんな 下流 ささ がれ ご そこで みんな は、 なる ベ 

くそつ ち を 見ない ふり をしながら、 いっしょに 砥石 を 

せきれい 

ひろったり、 鶄鴒を 追ったり して、 発破の こと なぞ、 

すこしも 気がつかな いふり をして いました。 

すると 向こうの 淵の 岸で は、 下流の 坑夫 をして いた 

しょ 1 つす け 

庄 助が、 しばらく あちこち 見 まわしてから、 いきな リ 

あぐらをかいて 砂利の 上へ すわって しまいました。 そ 

れ から ゆっくり 腰から たばこ 入れ をと つて、 きせる を 

くわえて ぱくぱく 煙 を ふきだしました。 奇体 だと 思 つ 

ていましたら、 また 腹 かけから 何 か 出しました。 

「発破 だぞ、 発破 だぞご とみんな 叫びました。 



I f 、、ヽ . 1 、、 -1 o ヽ ヽ ゝ o 

^、ハ こた ぃレカ 

あんまり 川 を 濁すな よ、 

いつでも 先生 言う でない か。 一、 二い、 三。」 

「あんまり 川 を 濁すな よ、 

いつでも 先生 言う でない かご 

その 人 はび つ くりして こ つ ち を 見ました けれども、 

何 を 言った のかよ くわから ない というよう すでした。 

そこで みんな はまた 言いました。 

「あんまり 川 を 濁すな よ、 

いつでも 先生、 言う でない かご 

たばこ 

鼻のと がった 人 はす ぱすぱ と、 煙草 を 吸う ときの よ 



がったり、 棒 かくし をしたり してい ますと、 少し 遅れ 

ざる 

て 佐 太 郎が何 か を 入れた 笊 を そっと かかえて やって来 

ました。 

「なんだ、 なんだ。 なんだ ごとす ぐみんな 走って 行つ 

て のぞき 込みました。 

そで 

すると 佐 太郎は 袖で それ を かくすよ うにして、 急い 

で 学校の 裏の 岩穴のと ころへ 行きました。 そして みん 

な はいよ いよ あと を 追つ て 行きました。 

一 郎 がそれ をの ぞくと、 思わず 顔い ろ を 変えました _ 

さんしよ 

それ は 魚の 毒 もみに つかう 山椒の 粉で、 それ を 使う 

と^^と 同じように 巡査に 押えられる のでした。 とこ 



ガスの ような においの、 むっとす るね むの 河原 を 急い 

で 抜けて、 いつもの さいかち 淵に 着きました。 すつ か 

り 夏の ような 立派な 雲の 峰が 東で むくむ く 盛り あがり、 

さいかち の 木 は 青く 光って 見えました。 

みんな 急いで 着物 をぬ いで 淵の 岸に 立つ と、 佐太郎 

が 一 郎の顔 を 見ながら 言いました。 

「ちゃんと 一列に ならべ。 いい か、 魚 浮いて 来たら 

泳いで 行って とれ。 とった くらい 与る ぞ。 いい かご 

小さな こどもら は よろこんで、 顔 を 赤く して 押し 

あ つ たりしながら ぞろ つ と 淵 を 囲みました。 

きち- 

ぺ吉 だの 三 四 人 はもう 泳いで、 さいかち の 木の 下 ま 



ふせいで いたのでした。 一郎 だけが、 いちばん 上で 落 

ちついて、 さあ みんな、 とかなん とか 相談ら しい こと 

を はじめました。 みんな も そこで 頭 を あつめて 聞いて 

います。 三郎は ぼち やぼち や、 もう 近くまで 行き まし 

た。 

みんな は ひそひそ はなして います。 すると 三郎 は、 

いきなり 両手で みんなへ 水 を かけ 出しました。 みんな 

が、 ばた ばた 防いで いましたら、 だんだん 粘土が すべ つ 

て 来て、 なんだかす こうし 下へ ずれた ようになり まし 

た。 

三郎は よろこんで、 いよいよ 水 を はねとばしました _ 



逃げ こみました。 すると 三郎 もなん だか はじめて こわ 

くな つたと 見えて、 さいかち の 木の 下から ど ぼんと 水 

へ はい つて みんなの ほうへ 泳ぎ だしました。 

すると、 だれ ともなく、 

「雨 は ざつ こざつ こ 雨 三郎、 

風 は どつ こどつ こ 又 三郎ご と 叫んだ ものが ありま 

した。 

みんな もす ぐ 声 を そろえて 叫びました。 

「雨 は ざつ こざつ こ 雨 三郎、 

風 は ど つ こどつ こ 又 三 郎。， - 

三郎 はまる であわて て、 何 かに 足 を ひっぱられ るよ 



ひどく 風が 吹いて、 林 はまる で ほえる よう、 あけがた 

近くの 青ぐ ろい うすあかりが、 障子 や 棚の 上の ちょう 

ちん 箱 や、 家 じゅういつ ぱいでした。 一郎 はすば やく 

帯 をして、 そして 下駄 を はいて 土間 をお り、 馬屋の 前 

を 通って くぐり を あけましたら、 風が つめたい 雨の 粒 

とい つし よに どっと はい つ て 来ました。 

馬屋のう しろの ほうで 何 か 戸が ばた つと 倒れ、 馬 は 

ぶる つ と 鼻 を 鳴らしました。 

一郎 は 風が 胸の 底まで しみ 込んだ ように 思って、 は 

あと 息 を 強く 吐きました。 そして 外へ かけだしました _ 

外 はもうよ ほど 明るく、 土 は ぬれてお りました。 家 



の 前の 栗の 木の 列 は 変に 青く 白く 見えて、 それが まる 

せんたく 

で 屈と 雨と で A 「洗濯 を するとで もい うように 激しく も 

まれて いました。 

青 い 葉 も 幾 枚 も 吹き 飛ば され、 ちぎられた 青い 栗の 

いが は 黒い 地面に たくさん 落ちて いました。 空で は 雲 

がけ わしい 灰色に 光り、 どんどん どんどん 北の ほうへ 

吹きとば されて いました。 

遠くの ほうの 林 はまる で 海が 荒れて いるよう に、 ご 

とん ごとん と 鳴 つ たり ざ つ と 聞こえた りする のでした _ 

一郎 は 顔 いっぱいに 冷たい 雨の 粒 を 投げつ けられ、 風 

に 着物 を もって 行かれそう になりながら、 だまって そ 



かあさん は 馬に やる (不詳) を 煮る かまどに 木 を 入れ 

ながらき きました。 

「うん。 又 三郎は 飛んで つたが もしれ ない もや ご 

「又 三郎 つて 何 だて や。 鳥 こだてが ご 

「うん。 又三郎 つてい うや づ よご 一郎 は 急いで ご は 

わ ん 

んを しまう と、 椀 を こちこち 洗って、 それから 台所の 

くぎ あぶらが つば げ た 

釘に かけて ある 油 合羽 を 着て、 下駄 はもって はだしで 

嘉助を さそいに 行き ま し た 。 

嘉助 はま だ 起きた ばかりで、 

「いま ごはん をた ベ て 行ぐ がら ご と 言いました ので、 

一 郎 はしば らくう まやの 前で 待って いました。 
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